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１．はじめに 

 

近年，環境問題に対する関心の高まりや，自転

車法の改正，ガソリン価格の高騰などから，自転

車への関心は高まっている1)．一方で，放置駐輪の

問題は無視せざるものとなっている2)．自転車の放置駐

輪は，歩行者の，特に身障者や体の不自由な人の安全で

円滑な歩行を阻害し，街の景観を悪化させ，時には緊急

車両の通行を阻害する，都市における大きな社会問題の

一つとなっている．このような放置駐輪問題に対してこ

れまで行政によって，放置自転車の撤去や罰金の強化，

利用者の意識啓発，また駐輪施設の整備による放置自転

車の削減対策が図られてきたものの，放置駐輪対策に関

する費用は財政上，これ以上の充実が容易ではない状況

であると言える3)．ここで放置駐輪問題を社会的ジレン

マ問題として捉えたとき，これらの実務対策は，そのほ

とんどが構造的方略による問題解消の取り組みと言える．

その一方で，心理的方略については，その取り組みは端

緒についたばかりであり，様々な検討課題が残されてい

る．とりわけ，face-to-faceのコミュニケータによる持続

的取り組みによる集計的な放置駐輪削減効果については，

十分には明らかにされていないのが現状である4)． 
そこで，本研究では，心理的方略を中心とした実務的

な社会的ジレンマ問題の解消の取り組みとして，主にコ

ミュニケーションによって交通問題の解消を図る「モビ

リティ･マネジメント（MM）」に関する実務的・学術

的な知見を援用し，face-to-faceのコミュニケーションに

よる放置駐輪削減が実務的に可能であるか否か，そして，

その持続的とり組みがどの程度の集計的効果をもたらし

うるのかを，放置駐輪問題が顕在化している大学キャン

パス内において実務的に取り組みを行い，その効果を実

証的に検証することとした．この目的のもと，放置駐輪

が問題となっている東京都目黒区の東京工業大学大岡山 
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キャンパスの本館周辺において，既存のMMにおける知

見や先行研究4),5),6)を基に「コミュニケータ」による説得

的コミュニケーションを行った．そして，それぞれの効

果を「放置駐輪台数の変化」と「駐輪場利用台数の変

化」，「コミュニケータのコミュニケーション結果」の

観点から検証することを試みた． 
 

２．取り組み概要 

 
本研究では，東京工業大学大岡山キャンパスにおいて

特に放置駐輪が多く見られる本館周辺を対象に，放置駐

輪削減のためのコミュニケーション施策を実施した．以

下に，本研究において対象とした本館周辺の概況，「コ

ミュニケータ」が行った説得的コミュニケーションの内

容，また，本研究においてコミュニケーション・ツール

として作成した「チラシ」の具体的な内容について述べ

る．そして，それぞれの効果を測定するための調査手法

について述べる． 
 

（１）対象地域の概況 

大岡山キャンパスは目黒区と大田区の境界に位置し，

23 区内に所在する大学キャンパスにおいて比較的広大

な敷地面積を有している．加えて，学生は限られた移動

時間の中，離れた講義室の間を移動しなければならず，

周辺に居住する学生に加えて，公共交通機関で通学する

学生も，キャンパス内の移動のための自転車を所有し，

利用している．また，キャンパス内で自転車を利用する

ためには登録が必要であり，登録の際，キャンパス内で

は駐輪場以外は駐輪禁止であること，放置された場合は

即時撤去されることなどが記載された自転車登録証が配

布されている． 
次にキャンパス内の駐輪場について述べる．大岡山キ

ャンパスには 31 箇所の駐輪場が所在している．特に対

象地域は学生食堂や学生生協，学部一年生向けの講義室

が集中しており，6 箇所の駐輪場が所在しているが，放

置自転車もまたキャンパス内において最も集中した地域

となっている．また，大岡山キャンパスでは耐震補強工

事や 2011 年の創立 130 周年に向けた建物の改築が行わ

れており，これに伴い，建物に付随する駐輪場の移転や 



表-1 取り組み期間の概要 
期間名 期間 活動日数 

前期 5 月 15 日～7 月 31 日 56 日間 

後期 10 月 16 日～12 月 19 日 24 日間 

 
表-2 コミュニケータ概要 

期間 種別 募集方法 
活動 

期間 

活動 

日数 
体制 

シルバー人材 

センター 

事務局に 

直接依頼 

5/15 

～6/13 
22 日 

月・火：2 名

水～金：1 名

一般女性 
HP にて 

公募 

6/13 

～7/31 
35 日 1 名 前期 

学生 直接依頼 
5/15 

～7/31 
42 日 

1 名 

(火曜以外)

後期 学生 
掲示板 

にて公募 

10/16 

～12/19 
24 日 1～2 名 

 
増設が行われている．なお，新設の駐輪場については，

駐輪可能台数が定められていないものの，利用状況は低

い水準であった． 
一方で，2008 年 5 月に調査したところ，大岡山キャ

ンパス全体では約 2,300 台の自転車が乗り入れ，この内

対象地域では 385 台が駐輪場に駐輪され，256 台が路上

に放置駐輪されていた．また，利用者がほぼ大学生であ

ることから，卒業時に不要になり，「置き去り」にされ

た放置自転車が駐輪場の一部を占有するという問題が発

生している．これに対して，大学では明らかに長期間放

置されている自転車と登録証が貼付されていない自転車

を定期的に撤去すると定めている．しかし，撤去後に 3
ヶ月間は保管しなければならず，また保管所の収容台数

が限界に達していることから，大規模な撤去活動は夏季

休暇期間中のみ実施されている．その他，東京工業大学

では，卒業時に不要となった自転車の無料回収や駐輪禁

止を明示した看板の設置，駐輪場への案内板の設置など

の放置駐輪対策に取り組んでいる． 
 

（２）コミュニケータの概要 
本研究では，放置自転車を削減するためのコミュニケ

ーション施策として，face-to-face によるコミュニケーシ

ョンを実施した．ここで，face-to-face によるコミュニケ

ーションを行う者を「コミュニケータ」と呼称すること

とする．本研究は大学キャンパスを対象としているため，

取り組みの期間を講義が行われている期間（試験期間を

除く）とし，表-1 に示す「前期」，「後期」とした．

コミュニケータは表-2 に示す方法で募集し，前期では

常時 2 名，後期では基本的に 1 名の体制とした．なお，

前期において「シルバー」，「女性」，「学生」の 3 種

のコミュニケータを配置し，その結果，学生がより効果

的であったため，後期は「学生」のみの体制とした．前

期においては講義開始前の 8 時 30 から 13 時 30 分（内

1 時間休憩）の 1 日 4 時間行った．後期においてはコミ

ュニケータが学生であったため，それぞれの活動可能な 

 
図-1 配布したチラシ 

 

時間に最低1時間，平均1日2時間行った． 
コミュニケータには，担当部署である総合安全管理セ

ンターの腕章を身に付け，コミュニケータが何者である

かが明示されるようにした． 
次に，コミュニケータの活動内容について説明する．

コミュニケータには，放置駐輪をする者に対して駐輪場

への誘導を目的とした説得的コミュニケーションを行う

よう要請した．具体的なコミュニケーションの手順を以

下に示す． 
①まず放置駐輪をする者へあいさつ． 
②次に「ホントはここは，駐輪禁止なのですが」と，

その場が駐輪禁止であることを伝えた上で， 
③「チラシ」を見せ，その地点から駐輪場までの経路

を説明し， 
④「もしよろしければ，是非，そちらをご利用くださ

い」と駐輪場への誘導を行う． 
⑤次に「よろしければお時間のあるときにでも目を通

してください」と言って「チラシ」を渡した上で， 
⑥「よろしくお願いいたします」と言ってコミュニケ

ーションを終了する． 
なお，本取り組みは，あくまでも説得的コミュニケー

ションによる自発的な放置駐輪の削減を目指しており，

注意や勧告等は一切行ってはならない，という点を，コ

ミュニケータに対して強く事前に教示した． 
また，キャンパス内に自転車が過剰に乗り入れている

背景から，上記の手順に慣れた者には，コミュニケーシ

ョンの最後に「できれば，自転車に乗らず，歩いて構内

を移動するよう，心掛けてみてください」と付け加える

ように指導した． 
上記の活動を表-1に示す通り，前期で56日間，後期で

24日間，計80日間延べ272時間行った． 
 

（２）チラシの概要 
上述の放置自転車を削減するためのコミュニケーショ

ン施策として図-1に示す「チラシ」を作成した．チラシ



は，A4サイズの用紙にカラー印刷を施したものとした．

チラシには自転車登録時に配布される登録証と同様に，

キャンパス内は駐輪場以外は駐輪禁止であることと，上

述したコミュニケーション同様，できるだけ歩くよう心

掛けることを明記した．なお，本来ならば一面的なメッ

セージを配布物に記載した場合，心理的リアクタンス7)

を招くことが指摘されているが，本研究では原則的にチ

ラシはコミュニケータが駐輪場へ誘導する際に用いる補

助的なツールとして作成したため，心理的リアクタンス

に対してはコミュニケータによるface-to-faceのコミュニ

ケーションの際により丁寧な文言を用いることで対処し

た． 
また，チラシには対象地域である本館付近の駐輪場の

位置を示した地図を記載した．特に新設駐輪場について

はコミュニケータより「こちらの駐輪場はご存知です

か」と問いかけることにより，適切に利用されるように

配慮した．加えて，大学の放置駐輪担当部署である総合

安全管理センターの名称と東京工業大学のロゴマークを

紙面右上に記載した． 
本研究では，上記のチラシをコミュニケータから手渡

しで，合計509部を配布した． 
 

（４）説得的コミュニケーションによる効果の計測 
 本研究では，説得的コミュニケーションによる心理的

方略の放置駐輪削減効果を検証するため，「放置駐輪台

数」と「駐輪場利用台数」の変化を計測し，合わせて

「コミュニケータによるコミュニケーションの結果」を

記録した． 
a）放置駐輪台数と駐輪場利用台数の計測 
放置駐輪台数の計測については，大岡山キャンパス内

の駐輪場以外に駐輪されている自転車の台数を地点ごと

に計測した．駐輪場利用台数の計測についてはキャンパ

ス内の駐輪場に駐輪されている自転車の台数を計測した．

調査日時，調査時間については，以下の通りである．な

お，雨天や試験期間内，放置自転車の撤去日およびその

翌日は計測結果に含まれていない． 
調査日時：2008年5月8日から2009年1月21日 

（前期：金曜，後期：水曜） 
調査時間：13:30～14:40(前期)，10:50～12:00(後期) 

b）コミュニケータによるコミュニケーションの結果 
コミュニケータによるコミュニケーションの結果とし

て，放置駐輪者がコミュニケーション後にどのように振

舞うかを記録した．具体的には，誘導に従いその場に放

置駐輪することを取りやめ，駐輪場へ移動する場合を

「移動」，「少しだけだから」「急いでいるので」など

の理由を述べ，その場に放置する場合を「言い訳」，コ

ミュニケーションに反応せず，その場に放置する場合を

「無視」とし，放置駐輪者にコミュニケーションした後 
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図-2 放置駐輪台数の推移 
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図-3 駐輪場利用台数の推移 

 

に記録するようコミュニケータに要請した． 

 
３．結果 
 
 本章では，コミュニケータが行った説得的コミュニケ

ーションによる放置自転車削減の効果について検証する

ため「放置駐輪台数」と「駐輪場利用台数」の変化と

「コミュニケータによるコミュニケーションの結果」を

記録した結果について述べる．なお，各駐輪台数につい

ては，計測日ごとの計測地では台数の推移の傾向は把握

出来るものの，急激な変動が見られる計測値があったた

め，取り組みの効果を検証する際に，対象地域である本

館周辺の台数を抽出し，表-1に示した期間の平均台数を

用いて本取り組みの効果を検証した． 

 

（１）放置駐輪台数の変化 

 図-2に各期間の平均放置駐輪台数の変化を示す．図-2

より，前期の取り組み期間において36.7%，後期の取り

組み期間においては51.4%の放置駐輪台数が減少した．

なお，図-2には記載していないが，前期の最終調査日で

の放置駐輪台数は152台であり，初期値から40.6%が減少

していた．このことから，夏季休暇期間を経ても，前後

期を通じて放置駐輪台数が減少していることから，コミ 



表-3 コミュニケータ種別ごとの誘導結果 

 
声かけ 
人数 

移動した 
人数 

誘導 
確率 

一人当たりの 
声かけ人数 

一人当たりの
誘導人数 

シルバー 568 391 89.7  27.0  24.3  
学生 692 570 83.3  33.0  27.5  
女性 310 200 74.6  14.1  10.5  
合計 

(平均） 
1570 1161 83.6  - - 

 
ュニケーションによる放置駐輪削減効果が継続的に持続

していることを示唆する結果と言える． 
 
（２）駐輪場利用台数の変化 
図-3に各期間の平均駐輪場利用台数を示す．図-3より，

前期において約5%の増加が見られた．後期については

約20%の減少が見られるが，これは夏季休暇期間中に駐

輪場内に長期間放置された自転車を撤去したためである．

なお，撤去台数は不明である．後期の各計測値では，取

り組み開始前の10月15日時点で285台，取り組み終盤の

12月3日時点で319台となっており，後期のみに着目して

も，説得的コミュニケーションによる駐輪場利用状況の

向上が見られた．しかし，放置駐輪台数の減少分と駐輪

場利用台数の増加分に乖離が見られることから，コミュ

ニケーションにより自転車利用から徒歩に転換した可能

性，もしくは対象地域外の駐輪場や路上に自転車利用者

が駐輪するようになった可能性が考えられる．後者はコ

ミュニケータの存在により，対象地域を避けて放置駐輪

する可能性を示唆しており，今後，検討が必要であると

言える． 
 

（３）コミュニケータの活動結果 
次にコミュニケータの誘導結果を述べる．取り組み期

間中に延べ1,712名の放置駐輪者に説得的コミュニケーシ 
ョンを行い，その内の77%にあたる1,423名が移動した結

果となった．これは鉄道駅周辺で実施された先行研究6)

のコミュニケータの誘導確率が45%であったことと比較

すると，キャンパス内での説得的コミュニケーションは

他の地域と比較して，より効果的である結果となった．

次に，表-2に示したコミュニケータの種別に着目した結

果を，前期の結果を基に表-3に示す．誘導確率（「コミ

ュニケーション後に移動した人数」を「声をかけた放置

駐輪者の人数」で除したもの）の違いに着目すると，シ

ルバーでは89.7%，女性では74.6%，学生では83.3%であ

った．なお，シルバーは取り組みの初期に活動していた

ため，キャンパス内が放置駐輪禁止であると知らない者

へのコミュニケーション回数が多く，それ故，より駐輪

場へ誘導できる確率が高い結果となった．種別ごとのコ

ミュニケータ1人当たりのコミュニケーション人数に着

目すると，シルバーは1人当たり平均27名，女性は14名，

学生は33名となった．誘導確率と1人当たりのコミュニ

ケーション人数を合わせて比較すると，学生が最も効率

的に放置駐輪者を駐輪場へ誘導した結果となった．また，

コミュニケーション後に放置駐輪者が「無視」する確率

はシルバーでは10.1%，女性では27.2%，学生では1.6%
となり，学生が最も「無視」される確率が低い結果とな

った． 
 以上より，キャンパス内における説得的コミュニケー

ションに最も適した人材は「学生」である可能性を示唆

する結果となった． 
 
４．おわりに 

 
本研究では，放置駐輪が問題となっている東京

工業大学大岡山キャンパスの本館周辺において，

駐輪場の情報を記載したチラシを作成・配布し，

併せて，コミュニケータによる説得的コミュニケ

ーションを行った．そして，その効果を放置駐輪

台数と駐輪場利用台数の推移，コミュニケータの

活動結果から計測した．その結果，説得的コミュニケ

ーションを通年で実施することにより，放置駐輪台数が

前期において約４割弱の現象，後期においては“半減”

以上の効果が見られたことが確認された．また，コミュ

ニケータの活動結果に着目することにより，キャンパス

内における説得的コミュニケーションを実施する場合，

コミュニケータに最も適した人材は学生である可能性が

示唆された． 
本研究はあくまでキャンパス内での説得的コミ

ュニケーションを前提としており，今後は鉄道駅

周辺での実施に向けたマニュアル等の改善や，既

存の放置駐輪対策と合わせたより効果的な手法に

ついて，更なる検討の余地あると言えよう． 
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